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新
入
会
組
合
長
の
紹
介

新
議
員
の
紹
介

◎
報
告
第
一
号

◎
報
告
第
二
号

◎
議
案
第
十
二
号

◎
議
案
第
十
三
号

継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て（
報
告
）

　
平
成
27
年
度
組
合
一
般
会
計
予
算
の
継
続
費
を
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
の
で
地
方
自
治
法
施
行
令
第

百
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る
も
の

で
す
。

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て（
報
告
）

　
平
成
27
年
度
組
合
一
般
会
計
予
算
の
温
室
ボ
イ

ラ
ー
工
事
等
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
の
で
、地
方

自
治
法
施
行
令
第
百
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
報
告
す
る
も
の
で
す
。

平
成
28
年
度
組
合
一般
会
計
補
正
予
算（
第
一号
）（
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
六
百
六
十
六
万
九
千

円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
二
億

三
千
九
百
六
十
三
万
七
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

組
合
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て（
同
意
）

　組
合
監
査
委
員
に
、小
俣
光
吉
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　「人
事
管
理
基
本
方
針
」に
つ
い
て
は
、恩
賜
林
組
合
の
組
織
体
制
や
運
営
方
針

等
を
含
む
将
来
を
見
据
え
て
策
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
が
、今
後

に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
考
え
の
下
に
展
開
し
、そ
の
実
現
に
向
け
て
努

力
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
考
え
を
伺
い
た
い
。

【
一
般
質
問
】

6
月
29
日
、本
会
議
に
お
い
て
、次
の
議
員
に
よ
っ
て一般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
恩
賜
林
組
合
の「
人
事
管
理
基
本
方
針
」の
考
え
方
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、「
人
員
管
理
の
整
備
」、「
人
材
育
成
の
推
進
」、「
組
織
力
の

向
上
」を
三
本
柱
と
し
て
構
成
し
て
お
り
、人
員
管
理
の
整
備
に
つ
い

て
は
、職
員
の
年
齢
構
成
を
適
正
化
し
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
的
配

置
に
よ
り
、相
互
に
連
携
の
と
れ
た
体
制
を
整
備
し
、ま
た
、人
材
育

成
の
推
進
に
つ
い
て
は
、組
合
運
営
の
基
礎
と
な
る
職
員
の
資
質
能

力
の
絶
え
間
ざ
る
向
上
を
図
る
研
修
体
制
を
構
築
し
、さ
ら
に
、組

織
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、職
員
間
で
の
流
動
的
な
応
援
体
制
や
、事

務
事
業
に
お
け
る
負
担
軽
減
を
図
る
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
柱
が
リ
ン
ク
す
る
中
で
、必
要
な
改
革
・
改
善
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　「
人
事
管
理
基
本
方
針
」の
運
用
、実
現
に
当
た
っ
て
は
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
活
用
を
念
頭
に
入
れ
、事
務
事
業
や
組
織
編
成
な
ど
を

含
め
た
柔
軟
で
効
果
的
な
体
制
づ
く
り
と
、よ
り
効
率
的
な
組
合
運

営
に
取
り
組
み
、組
合
の
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
の
た
め
に
、で
き
得

る
限
り
課
題
・
問
題
の
解
決
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
、取
り
組
み
の

継
続
性
を
維
持
し
な
が
ら
実
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
二
回
定
例
会
開
催

人
事
管
理
基
本
方
針
に
対
す
る
質
問 

要
旨

　平
成
28
年
第
二
回
組
合
定
例
会
は
、6
月
16
日
か
ら

6
月
29
日
ま
で
の
14
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。

　本
定
例
会
に
お
い
て
、上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決・同
意
さ
れ
ま
し
た
。

武
川 

勉
組
合
長
答
弁 

要
旨

　
入
会
住
民
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
組
合
運
営
に
対
し
ま
し
て
、深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
六
月
の
第
二
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、私
た
ち
両
名
が
議
員
全
員
の
ご
推
挙

に
よ
り
第
六
十
九
代
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
会
議
長

並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
し
て
、心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
と

同
時
に
、組
合
の
歴
史
等
を
顧
み
る
と
き
に
責
務
の
重
大
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
市
二
村
関
係
入
会
住
民
の
代
表
で
あ
り
ま
す
議
員
各
位
の
意
思
を
最
大
限

尊
重
し
、組
合
会
が
公
正
、公
平
か
つ
円
滑
の
う
ち
に
運
営
で
き
ま
す
よ
う
に
、誠

心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、入
会
権
擁
護
と
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
、入
会

住
民
の
皆
様
方
の
期
待
に
応
え
る
組
合
会
を
目
指
し
、一
市
二
村
の
歩
調
を
揃
え

た
発
展
の
た
め
努
力
を
惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
お
り
ま
す
の
で
、な
お
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

副議長
勝俣大紀

富士吉田市（小明見）

議
長
及
び
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

新しい議会構成 6月29日現在

議
長
　
　
　
　羽
田
　正
男

副
議
長
　
　
　勝
俣
　大
紀

委
員
長
　
　
　大
森
　保
廣

副
委
員
長
　
　渡
辺
　利
彦

委
員
　
　
　
　奥
脇
　和
一

　
　
　
　
　
　羽
田
　正
男

　
　
　
　
　
　勝
俣
　大
紀

委
員
長
　
　
　渡
辺
　孝
夫

副
委
員
長
　
　羽
田
　英
児

委
員
　
　
　
　小
俣
　光
吉

　
　
　
　
　
　羽
田
　幸
寿

　
　
　
　
　
　渡
邉
　君
義

委
員
長
　
　
　及
川
　三
郎

副
委
員
長
　
　大
森
　浩
義

委
員
　
　
　
　太
田
　利
政

　
　
　
　
　
　桑
原
　守
雄

　
　
　
　
　
　椙
浦
　和
朗

﹇
林
務
委
員
会
﹈

﹇
演
習
地
対
策
委
員
会
﹈

﹇
財
務
委
員
会
﹈

議長
羽田正男
山中湖村

太
田
利
政
議
員PDCAサイクルとは

PLAN（計画）、DO（実施）、CHECK（評価）、ACTION（改善）の４つの視点をプロセスの中に取り込むことで、
プロセスを不断のサイクルとし、継続的な改善を推進するマネジメント手法

坂本 旺
山中入会組合長

広瀬 邦昭
小明見入会組合長

吉元 義正
大明見入会組合長

高村 茂
山中湖村旧三村
入会組合連合会長

桑原 安男
富士吉田入会組合

連合会長

堀内 正勝
松山入会組合長

桑原 守雄
富士吉田市（大明見）

新
監
査
委
員
の
紹
介

小俣 光吉
富士吉田市（新屋）



平
成
27
年
度
組
合
一般
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）（
可
決
）

　既
定
の
予
算
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
五
百
七
万
三
千
円
を
減
額

し
、補
正
後
の
予
算
の
総
額
を
二
十
八
億
一
千
二
百
三
十
三
万
五
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
に
伴
う
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て（
可
決
）

　山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
構
成
団
体
の
協
議

が
必
要
で
あ
り
、こ
の
協
議
の
た
め
に
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度
組
合
一般
会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）（
可
決
）

　繰
越
明
許
費
と
し
て
温
室
ボ
イ
ラ
ー
工
事
等
と
し
て
、、千
四
百
九
十
九
万
一

千
円
を
平
成
28
年
度
へ
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

組
合
有
地
賃
貸
借
契
約
の
更
新
に
つ
い
て（
可
決
）

　富
士
吉
田
市
上
吉
田
の
組
合
有
地
に
関
し
て
第
九
次
北
富
士
演
習
場
使
用

協
定
に
基
づ
き
、国
に
対
し
北
富
士
演
習
場
と
し
て
引
き
続
き
使
用
さ
せ
る
た

め
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

北
富
士
演
習
場
内
山
梨
県
有
入
会
地
を
使
用
許
可
及
び
賃
貸
借
契
約
す
る

こ
と
に
関
し
て
の
同
意
に
つ
い
て（
同
意
）

　組
合
が
保
護
の
責
任
を
有
す
る
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
で
あ
る
入
会
地
の

一
部
を
、北
富
士
演
習
場
と
し
て
山
梨
県
が
国
に
対
し
使
用
許
可
及
び
賃
貸
借

契
約
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
す
る
も
の
で
す
。

組
合
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て（
同
意
）

　組
合
公
平
委
員
会
委
員
に
神
楽
利
行
氏
、羽
田
将
士
氏
、大
森
大
一
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
六
号

◎
議
案
第
七
号

◎
議
案
第
八
号

◎
議
案
第
九
号

◎
議
案
第
十
号

◎
議
案
第
十
一
号

及川 三郎
富士吉田市（上吉田）

大森 大一
忍野村

羽田 将士
山中湖村

神楽 利行
富士吉田市
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新
議
員
の
紹
介

新
公
平
委
員
の
紹
介

平
成
28
年
度
組
合
一般
会
計
予
算（
可
決
）

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
二
億
三
千
二
百
九
十
六
万
八
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

組
合
法
務
専
門
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
可
決
）

　行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
よ
り
、不
服
申
立
て
の
審
理
手
続
き
が「
審

理
員
」に
よ
る
審
理
手
続
き
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、弁
護
士
等
を
法
務
専
門
職

員
と
し
て
任
用
す
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

組
合
行
政
不
服
審
査
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
可
決
）

　行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
よ
り
、行
政
不
服
審
査
会
に
つ
い
て
条
例
で
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

組
合
職
員
給
与
条
例
の
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

　国
の一
般
職
の
給
与
改
定
に
鑑
み
、構
成
市
村
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
条
例

の一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

組
合
条
例
の
整
備
に
つ
い
て（
可
決
）

　地
方
自
治
法
そ
の
他
法
令
等
の
変
革
及
び
組
合
の
現
在
の
実
情
に
合
わ
せ

た
例
規
と
し
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◎
議
案
第
一
号

◎
議
案
第
二
号

◎
議
案
第
三
号

◎
議
案
第
四
号

◎
議
案
第
五
号

第
一
回
定
例
会
開
催

　平
成
28
年
第一回
組
合
定
例
会
は
、
3
月
1
日
か
ら
3
月
23
日
ま
で

の
23
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
に
お
い
て
、
上
程
さ

れ
た
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

市村等配分金などの概要　
　入会住民の福祉の増進に寄与するものなど補助事業の目的及び内容が公益上必要があると
認めたものにつき、毎会計年度予算の範囲内で補助金等を交付しています。

　旧11ヶ村を行政区域とする富士吉田市、山中湖村及
び忍草区に対しその財政を支援し、もって旧11ヶ村入
会住民の福祉向上に資するため交付しています。

　富士吉田市、山中湖村及び忍草区の施設の整備又
は備品を設置するための事業の経費の一部とするた
め交付しています。

市村配分金
平成27年度の状況

　富士吉田市、山中湖村及び忍草区に活動の本拠を置く団体に対し、地域的な共同活動、社会福祉の増進、医療及
び公衆衛生の向上、地域活性化、教育・文化・芸術活動、健康づくり、体育・スポーツの振興、その他公益の推進を目
的とする事業に要する経費の一部を補助することにより、入会住民の福祉の増進を図ることを目的とするため交付
しています。

地域団体事業補助金

公用・公共施設助成金

    区分

富士吉田市

山中湖村

忍野村
（内野を除く）

合計

区分

市村配分枠

　　富士吉田市

　　山中湖村

　　忍草区

高校教育振興

小中学校PTA

恩賜林記念文庫

恩賜林杯等広域枠

合計

金額

18,150,000

15,562,000

1,528,000

1,060,000

13,000,000

5,100,000

1,800,000

3,370,000

41,420,000

 対象

富士吉田市制祭実行委員会など88件

山中湖村婦人会など17件

忍野村第二分団など6件

富士北麓地域内6校　

富士吉田市12校、山中湖村3校、忍野村2校

富士北麓地域内17校

少年野球大会、少年サッカー大会など

金額   

1,028,880,000

101,040,000

70,080,000

1,200,000,000

比率   

85.74%

8.42%

5.84%

100％

    区分

富士吉田市

山中湖村

忍野村
（内野を除く）

合計

金額   

500,000,000

49,100,000

34,000,000

583,100,000

事業
富士の郷

食あいセンター
整備事業
山中湖村

橋梁長寿命化
整備事業
エネルギーの
地域循環型
社会再生事業

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）

4

　国
が
推
進
す
る「
定
住
自
立
圏
に
お
け
る
自
立
連
携
」を
踏
ま
え
、今
後
、恩
賜
林
組

合
は
富
士
北
麓
地
域
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
な
の
か
、ま
た
、ど

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
施
策
を
進
め
て
い
く
の
か
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
現
在
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、中
長
期
的
な
活
性
化
策
で
あ
る「
富
士

北
麓
地
域
づ
く
り
構
想
」を
策
定
し
て
お
り
、こ
れ
ら
の
事
業
は
、い
ず

れ
も
入
会
住
民
の
福
祉
や
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
、私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、積
極
的
に
調
整
を
図
り
、ま
た
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、諸
事
業
の
具
現
化
に
協
力
し
て
参
り
た
い
。

　
さ
ら
に
、来
年
度
に
つ
い
て
は
、恩
賜
林
百
年
の
森
づ
く
り
構
想
と
絡

め
、土
丸
尾
地
区
を
含
め
た「
恩
賜
林
憩
い
の
家
」周
辺
地
域
エ
リ
ア
の一

体
的
な
整
備
を
進
め
る
た
め
に
、基
本
計
画
費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。

入
会
住
民
や
周
辺
地
域
か
ら
の
利
用
客
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、富
士

北
麓
地
域
に
住
み
た
い
、暮
ら
し
つ
づ
け
た
い
、い
わ
ゆ
る
定
住
自
立
圏
構

想
と
も
リ
ン
ク
で
き
る
よ
う
な
事
業
計
画
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
森
林
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
見
直
さ
れ
て
お
り
ま

す
。組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、森
林
か
ら
の
産
出
物
の
有
効
活
用
は
も

と
よ
り
、百
年
の
森
づ
く
り
構
想
に
基
づ
き
、入
会
の
営
み
や
歴
史・文
化

の
継
承
を
通
じ
て
、一
市
二
村
が
行
う
地
域
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
森
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、こ
れ
ま
で
の
広
域
的
連
携
を
活
か
す
中
で
、新
た

な
施
策
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
十
分
に
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、地

域
全
体
の
発
展
や
入
会
住
民
の
利
益
と
いっ
た
こ
と
を
念
頭
に
、組
合
と

し
て
の
立
場
を
守
り
、ま
た
一
市
二
村
の
立
場
を
十
二
分
に
尊
重
す
る
中

で
、組
合
と
し
て
出
来
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、積
極
的
に
協
力
し
、あ
る
い

は
調
整
し
、時
に
は
先
導
的
な
役
割
を
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

組
合
事
務
一
般
に
対
す
る
質
問 

要
旨

大
森
保
廣
議
員

北富士演習場内
国有入会地の火入れ
　４月10日、約3,600人の地元入会住民の方々の参加のも
と、入会権擁護の明認行為の一つである火入れが実施され
ました。北富士演習場内国有入会地は、火入れにより草原と
して維持されてきた「二次草原」であり、山菜等の生育のほ
かに色々な動植物の生息地となっています。今後も入会権
擁護の明認行為として火入れを実施するとともに、人間と自
然が作り上げてきた貴重な自然環境を守っていきます。

平成28年度当初予算の概要
組合一般会計当初予算の総額は歳入歳出それぞれ2,232,968,000円で、
前年度当初予算と比較すると638,996,000円、比率にして22.2%の減額となっています。

歳入
予算現額　  　  

6,176,000
31,558,000
39,739,000
507,103,000

2,000
1,000

1,648,389,000
2,232,968,000

　      科目（款） 
1　使用料及び手数料
2　国庫支出金
3　県支出金
4　財産収入
5　繰入金
6　繰越金
7　諸収入
           計

（単位：円）

予算現額          
58,868,000
416,582,000
1,747,517,000

1,000
10,000,000

2,232,968,000

          科目（款）
1　議会費
2　総務費
3　事業費
4　公債費
5　予備費
              計

歳出 （単位：円）

【
一
般
質
問
】

3
月
23
日
、本
会
議
に
お
い
て
、次
の
議
員
に
よ
っ
て一般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。要
旨

は
次
の
と
お
り
で
す
。

武
川 

勉
組
合
長
答
弁 

要
旨



平
成
27
年
度
組
合
一般
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）（
可
決
）

　既
定
の
予
算
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
五
百
七
万
三
千
円
を
減
額

し
、補
正
後
の
予
算
の
総
額
を
二
十
八
億
一
千
二
百
三
十
三
万
五
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
に
伴
う
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て（
可
決
）

　山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
構
成
団
体
の
協
議

が
必
要
で
あ
り
、こ
の
協
議
の
た
め
に
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度
組
合
一般
会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）（
可
決
）

　繰
越
明
許
費
と
し
て
温
室
ボ
イ
ラ
ー
工
事
等
と
し
て
、、千
四
百
九
十
九
万
一

千
円
を
平
成
28
年
度
へ
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

組
合
有
地
賃
貸
借
契
約
の
更
新
に
つ
い
て（
可
決
）

　富
士
吉
田
市
上
吉
田
の
組
合
有
地
に
関
し
て
第
九
次
北
富
士
演
習
場
使
用

協
定
に
基
づ
き
、国
に
対
し
北
富
士
演
習
場
と
し
て
引
き
続
き
使
用
さ
せ
る
た

め
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

北
富
士
演
習
場
内
山
梨
県
有
入
会
地
を
使
用
許
可
及
び
賃
貸
借
契
約
す
る

こ
と
に
関
し
て
の
同
意
に
つ
い
て（
同
意
）

　組
合
が
保
護
の
責
任
を
有
す
る
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
で
あ
る
入
会
地
の

一
部
を
、北
富
士
演
習
場
と
し
て
山
梨
県
が
国
に
対
し
使
用
許
可
及
び
賃
貸
借

契
約
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
す
る
も
の
で
す
。

組
合
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て（
同
意
）

　組
合
公
平
委
員
会
委
員
に
神
楽
利
行
氏
、羽
田
将
士
氏
、大
森
大
一
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
六
号

◎
議
案
第
七
号

◎
議
案
第
八
号

◎
議
案
第
九
号

◎
議
案
第
十
号

◎
議
案
第
十
一
号

及川 三郎
富士吉田市（上吉田）

大森 大一
忍野村

羽田 将士
山中湖村

神楽 利行
富士吉田市
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新
議
員
の
紹
介

新
公
平
委
員
の
紹
介

平
成
28
年
度
組
合
一般
会
計
予
算（
可
決
）

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
十
二
億
三
千
二
百
九
十
六
万
八
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

組
合
法
務
専
門
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
可
決
）

　行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
よ
り
、不
服
申
立
て
の
審
理
手
続
き
が「
審

理
員
」に
よ
る
審
理
手
続
き
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、弁
護
士
等
を
法
務
専
門
職

員
と
し
て
任
用
す
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

組
合
行
政
不
服
審
査
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
可
決
）

　行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
よ
り
、行
政
不
服
審
査
会
に
つ
い
て
条
例
で
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

組
合
職
員
給
与
条
例
の
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て（
可
決
）

　国
の一
般
職
の
給
与
改
定
に
鑑
み
、構
成
市
村
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
条
例

の一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

組
合
条
例
の
整
備
に
つ
い
て（
可
決
）

　地
方
自
治
法
そ
の
他
法
令
等
の
変
革
及
び
組
合
の
現
在
の
実
情
に
合
わ
せ

た
例
規
と
し
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◎
議
案
第
一
号

◎
議
案
第
二
号

◎
議
案
第
三
号

◎
議
案
第
四
号

◎
議
案
第
五
号

第
一
回
定
例
会
開
催

　平
成
28
年
第一回
組
合
定
例
会
は
、
3
月
1
日
か
ら
3
月
23
日
ま
で

の
23
日
間
で
会
期
を
終
了
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
に
お
い
て
、
上
程
さ

れ
た
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

市村等配分金などの概要　
　入会住民の福祉の増進に寄与するものなど補助事業の目的及び内容が公益上必要があると
認めたものにつき、毎会計年度予算の範囲内で補助金等を交付しています。

　旧11ヶ村を行政区域とする富士吉田市、山中湖村及
び忍草区に対しその財政を支援し、もって旧11ヶ村入
会住民の福祉向上に資するため交付しています。

　富士吉田市、山中湖村及び忍草区の施設の整備又
は備品を設置するための事業の経費の一部とするた
め交付しています。

市村配分金
平成27年度の状況

　富士吉田市、山中湖村及び忍草区に活動の本拠を置く団体に対し、地域的な共同活動、社会福祉の増進、医療及
び公衆衛生の向上、地域活性化、教育・文化・芸術活動、健康づくり、体育・スポーツの振興、その他公益の推進を目
的とする事業に要する経費の一部を補助することにより、入会住民の福祉の増進を図ることを目的とするため交付
しています。

地域団体事業補助金

公用・公共施設助成金

    区分

富士吉田市

山中湖村

忍野村
（内野を除く）

合計

区分

市村配分枠

　　富士吉田市

　　山中湖村

　　忍草区

高校教育振興

小中学校PTA

恩賜林記念文庫

恩賜林杯等広域枠

合計

金額

18,150,000

15,562,000

1,528,000

1,060,000

13,000,000

5,100,000

1,800,000

3,370,000

41,420,000

 対象

富士吉田市制祭実行委員会など88件

山中湖村婦人会など17件

忍野村第二分団など6件

富士北麓地域内6校　

富士吉田市12校、山中湖村3校、忍野村2校

富士北麓地域内17校

少年野球大会、少年サッカー大会など

金額   

1,028,880,000

101,040,000

70,080,000

1,200,000,000

比率   

85.74%

8.42%

5.84%

100％

    区分

富士吉田市

山中湖村

忍野村
（内野を除く）

合計

金額   

500,000,000

49,100,000

34,000,000

583,100,000

事業
富士の郷

食あいセンター
整備事業
山中湖村

橋梁長寿命化
整備事業
エネルギーの
地域循環型
社会再生事業

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）

5

歳入

一般会計

収入済額     

6,122,667

46,543,000

19,468,897

508,275,949

28,736

547,710,400

1,339,103

1,663,651,466

2,793,140,218

予算現額　  

5,958,000

46,983,000

19,700,000

505,854,000

1,000

575,073,000

1,339,000

1,657,853,000

2,812,761,000

　　科目（款）　

1　使用料及び手数料

2　国庫支出金

3　県支出金

4　財産収入

5　寄附金

6　繰入金

7　繰越金

8　諸収入

         計

予算現額     

56,881,000

441,020,000

2,304,859,000

1,000

10,000,000

2,812,761,000

      科目（款）

1　議会費

2　総務費

3　事業費

4　公債費

5　予備費

         計

歳出

財政事情の公表
本組合では、予算の執行状況などを地域の皆さんにお知らせするために、年2回財政事情を公表しています。
今回は平成27年度一般会計の下半期における予算執行状況（決算見込）並びに基金の状況について公表します。 

市村配分金の概要 財産及び積立金の状況
          区    分

財政調整基金

林業振興事業整備基金

           合計

現在高        

1,291,355,773

6,834,678,295

8,126,034,068

金額  　          

1,028,880,000

101,040,000

70,080,000

1,200,000,000

        　区    分

富士吉田市

山中湖村

忍野村（内野を除く）

        　 合計

使用料及び手数料0.21％　　　　国庫支出金 1.67％

繰入金
19.61％

繰越金0.05％

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

県支出金0.7％

財産収入
（演習場関係収入含む）

18.20％

事業費
82.4％

諸収入
（演習場関係収入含む）

59.56％

支出済額     

55,626,721

431,437,303

2,280,825,390

0

0

2,767,889,414

歳入
収入済額

歳出
支出済額

議会費2.01％

総務費
15.59％

関係市村賦課金の概要
賦課金なし
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1．職員給与の概要

3．職員の平均給与月額、初任給などの状況

2．歳出決算額と人件費の割合の推移

恩賜林組合職員の 
給与等の公表

　職員の給与は、地方公務員法の規定に基づき、国や県、市町村の給
料などを考慮し、恩賜林組合議会の議決を経て定められています。
　平成27年4月1日現在における、恩賜林組合職員の給与等の状況を
公表します。

※ 【算定式】退職日給料月額×退職事由別・勤続年数別支給率+調整額

※ 職務の級などにより5～20％加算あり
※ （ ）は再任用職員の支給月数

歳出総額に占める人件費の割合は、
その年の職員数に応じて、
17%前後で推移しています。

毎
月
支
給

一
定
支
給

給料

扶養手当

通勤手当

その他

職種に応じた給料表や等級により決定

交通機関利用者の支給上限：月55,000円
自動車等通勤者 ： 距離に応じて支給

住居手当・管理職手当など

正規の勤務時間以外に勤務した際に支給する手当

特殊な勤務に従事する職員に対して支給（全８種類）

宿日直手当など

①配偶者 ： 13,000円　　②配偶者以外 ： 6,500円 
③特定期間（15～22歳） ： 5,000円加算

時間外手当

特殊勤務手当

その他

４．職員数の推移

５．特別職の報酬など

100

80

60

40

20

0

平成16年度
決算額

2,279,512,143円

人件費以外
　81.2%

1,851,529,781円

人件費　18.8%
427,982,362円

平成21年度
決算額

2,589,473,685円

人件費以外
84.3%

2,183,015,892円

人件費　15.7%
406,457,793円

平成26年度
決算額

2,594,404,458円

人件費以外
81.5%

2,115,595,195円

人件費　18.5%
478,809,263円

実
績
支
給

6月

12月

年間合計

期末手当

1.225月分
(0.650月分)

1.375月分
(0.800月分)

2.600月分
(1.450月分)

区分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

そのほかの加算措置

自己都合

20.445月分

29.145月分

41.325月分

定年・勧奨 　　　　　　                      

25.55625月分

34.5825月分

49.59月分

定年前早期退職特例（2～20％）

勤勉手当

0.750月分
(0.350月分）

0.750月分
(0.350月分)

1.500月分
(0.700月分)

計

1.975 月分
(1.000月分)

2.125 月分
(1.150月分)

4.100 月分 
(2.150月分)

恩賜林組合

富士吉田市

山梨県

平均年齢

45.6歳

41.8歳

43.2歳

平均給料月額

347,106円

317,191円

339,264円

平均給与月額

433,934円

377,665円

422,488円

（1）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

恩賜林組合

富士吉田市

山梨県

大学卒

174,200円

174,200円

180,800円

高校卒

142,100円

142,100円

146,500円

（2）職員の初任給の状況

給料

報酬

組合長

副組合長

議長

副議長

議員

月額              

650,000 円

520,000 円

137,000 円

116,000 円

110,000 円

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

大学卒

高校卒

経験年数10年

286,000円

経験年数15年

316,600円

経験年数20年

381,800円

359,975円

経験年数25年

371,600円

経験年数30年

435,737円

398,660円

期末勤勉手当

退職手当

一
定
時
期
に
支
給

例
年
支
給

退
職
時
支
給

45

40

35

30

25

20

15
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5

0

（人）
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この印刷物は色覚障害の方に配慮し制作しています。

無料法律相談
　組合では、一市二村入会住民の方
を対象に、顧問弁護士による無料法
律相談日を設けています。
　法律問題でお困りの方はこの機会
にご相談ください。

相談時間／午後1時から午後4時まで
受付は予約制となっておりますので事前にご連絡ください。

なお、当日の受付も行っています。
＊指定日以外又は電話による法律相談はできません。

平成28年9月13日（火曜日）
平成28年11月8日（火曜日）

平成29年1月10日（火曜日）
平成29年3月14日（火曜日）

【問い合わせ】 総務課  TEL 0555-22-3355

今年度の相談日

組合の各種研修施設は、お気軽にご利用いただけます。目
的に応じて部屋の広さを変えることが可能です。
使用料等の詳しい内容については、お問い合わせください。
※休業日：土曜日・日曜日・国民の休日
　　　　　年末年始（12/29～1/3）
［研修施設］
研修室1･2･3/会議室/会議室兼視聴覚室/調理実習室
担当●総務課

平成２９年4月1日に採用する職員の採用試験を行います。
●職務　組合の一般業務（身分：一般職の地方公務員）　
●資格　事務職Ｉ
　　　　大学卒業又は卒業見込み並びにこれらと同程度の学力を有する者、平成２年４月２日から平成７年４月１日まで
　　　　に生まれた者で富士吉田市、山中湖村、忍野村忍草に在住する入会住民である者、又は採用後在住し入会住
　　　　民となる者
●試験　第１次試験（山梨県町村職員統一採用試験）
　　　　　◎日時：平成２８年９月１８日（日）　◎場所：山梨大学甲府西キャンパス（甲府市武田４－４－３７）
　　　　　◎試験内容：教養試験、事務適性検査、一般性格診断検査
　　　　第２次試験（第１次試験合格者のみ実施）
　　　　　◎日時：平成２８年１０月下旬～１１月上旬　◎場所：富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合庁舎
○申込受付期間：７月１３日（水）から ８月１０日（水）まで
○問い合わせ・申込み先　恩賜林組合 総務課 職員担当　電話０５５５－２２－３３５５（内線221）

研修施設のご利用案内

恩賜林組合職員採用試験のご案内

研修室

調理実習室

会議室兼視聴覚室

恩賜林組合
夏のイベント情報

7月30日（土）～8月3日（水）
8月～9月スケジュール

10:00～12:00 / 13:30～15:30

8月7日（日）
10:00～12:00 /13:30～15:30
恩賜林憩いの家

開催場所：木工クラフト館

無料 対象：小学３～６年生の親子

材料費150円　対象：一般

親子木工教室

森のかけらの
お守り作り

樹木のかけらを使った工作

9月11日（日）
10:00～12:00 / 13:30～15:30
木工クラフト館

材料費1,000円　対象：一般

ゴム鉄砲作り
昔ながらの鉄砲作り

9月18日（日）
10:00～12:00 / 13:30～15:30
恩賜林憩いの家

材料費300円　対象：一般

バードコール作り
木の枝を使ったバードコール作り

8月20日（土）
10:00～12:00  

恩賜林組合薬草園

無料　対象：一般

薬草観察会
薬草の知識を深める

9月4日（日）
10:00～12:00  
森林内

無料　対象：一般

雁の穴熔岩観察会
富士山の熔岩地帯の散策

8月11日（木）
10:00～12:00  
森林内

無料　対象：一般

自然体験会
土丸尾地区の散策

マガジンラックの製作


